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今
後
も
相
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ず
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「
養
命
」
は
、
養
命
酒
製
造
株
式
会
社
の
著
名
商
標
で
、

「
養
命
の
里
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
承
諾
を
受

け
て
お
り
ま
す 

「養
命
の
里
」Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
３
年
目
に 

２
０
０
２
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
「
信

州
養
命
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
法
人
化
３
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

養
命
の
里
は
、
信

州
伊
那
谷
の
段
丘

に
点
在
す
る
遊
休

地
、
荒
廃
地
の
復
興

と
再
利
用
を
進
め

な
が
ら
、
経
歴
も
年

代
も
超
え
て
、
新
世

紀
を
生
き
る
人
々

の
「
生
き
が
い
」
「
健

康
」
「仲
間
」
づ
く
り
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

養
命
の
里
は
、 

信
州
伊
那
谷
の
豊
か
な
自

然
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
だ
り
保
養

す
る
、
機
会
と
場
所
を
提
供
し
な
が
ら
、
都

市
農
村
交
流
な
ど
の
地
域
間
交
流
と
、
地
域

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

 。

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か 

◆
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
い
た
し
ま
す 

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
か
、
活
動
報
告
を
ご

覧
下
さ
い
。  

◆
販
売
物
を
会
員
割
引
し
ま
す 

養
命
の
里
が
販
売
す
る
リ
ン
ゴ
な
ど
を
、
割

引
し
た
会
員
価
格
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。 

◆
会
費
は 

個
人
会
員
は
、
入
会
金
６
，
０
０
０
円
、
年
会

費
６
，
０
０
０
円
で
す
。 

賛
助
会
員
は
、
入
会
金
３
０
，
０
０
０
円
、
年
会

費
６
，
０
０
０
円
で
す
。 

全
国
の
ウ
オ
ー
カ
ー
が
春
の
中
川
村
を
歩

く
「
ア
ル
プ
ス
展
望
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク
」
で
、

養
命
の
里
事
務

所
を
、
湯
茶
接
待

の
中
継
地
と
し
て

提
供
し
ま
し
た
。 

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、

美
し
い
新
緑
の
里

山
や
田
園
風
景

を
眺
め
な
が
ら
、

地
元
住
民
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

●
黒
姫
和
漢
薬
研
究
所
視
察 

（
２
０
０
３
年
５
月
２
１
日
） 

養
命
の
里
で
は
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
信

州
の
め
ぐ
み
茶
」
販
売
の

た
め
、
北
信
州
に
あ
る
㈱

黒
姫
和
漢
薬
研
究
所
を

視
察
し
ま
し
た
。 

こ
の
会
社
は
昭
和
２
２

年
創
業
で
、
薬
草
茶
を

研
究
・
製
造
・
販
売
す
る

専
門
の
会
社
で
す
。 

四
季
豊
か
な
日
本
の

風
土
の
中
で
民
間
伝
承
の
山
野
草
活
用
の
知

恵
に
、
中
国
大
陸
の
漢
方

を
加
味
し
た
も
の
が
今
日

の
和
漢
薬
と
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

医
薬
品
対
応
も
で
き
て
、

衛
生
安
全
面
が
高
い
最
新

製
造
ラ
イ
ン
が
稼
動
し
て

い
ま
し
た
。 

り
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
中
川
村
の

夏
を
彩
る
村
祭
り
で
す
。
楽

市
に
こ
ど
も
御
輿
や
舞
台
イ

ベ
ン
ト
、
夜
を
彩
る
提
灯
御

輿
な
ど
、
明
る
く
楽
し
い
ふ

れ
あ
い
祭
り
。 

祭
り
の
最
後
を
飾
る
花
火
は
天
に
映
え
、
伊

那
谷
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

●
ぶ
ど
う
狩
り
（
２
０
０
３
年
９
月
２
１
日
） 

 

中
川
村
、
西
原
の
ぶ
ど
う
団
地
で
、
秋
の
ぶ
ど

う
狩
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。 た

わ
わ
に
実
っ
た
各
種
の
ぶ

ど
う
を
、
お
な
か
一
杯
に
満
喫

し
ま
し
た
。 

 

●
リ
ン
ゴ
の
樹
オ
ー
ナ
ー
収
穫
祭 

（
２
０
０
３
年
１
１
月
１
６
日
） 

 

り
ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
じ
り
ん
ご
の
樹

を
オ
ー
ナ
ー
の
方
に
所
有
し
て
頂
き
、
地
元
の

管
理
に
よ
り
、

収

穫

量

を

保

障

す

る

も
の
で
す
。 

中

川

村

西
原
の
り
ん

ご
団
地
で
、

オ
ー
ナ
ー
の

方
を
招
き
、

り
ん
ご
の
収

穫
祭
を
行
い

た
。 

ま
し

 

名
南
自
治
会

主
催
の
餅
つ

き
大
会
で
、

今
年
も
農
産

物
を
販
売
し

ま
し
た
。 

特

に
、
養

命
の
里
農
園

の
大
根
は
、

好
評
で
、
す

ぐ
に
売
り
切

れ
ま
し
た
。 

●
農
園
部
会
の
活
動 

養
命
の
里
「
農
園
部
会
」
は
、
養
命
酒
製
造
㈱

の
委
託
に
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
漢
方
薬
の

一
種
で
あ
る
益
母
草
（
や
く
も
そ
う
）
を
栽
培
し

た
ほ
か
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
委
託
に
よ
る
「
プ
チ

ヴ
ェ
ー
ル
」を
栽
培
し
ま
し
た
。 

プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
は
、
ケ
ー
ル

と
芽
キ
ャ
ベ
ツ
の
交
配
に
よ

る
新
野
菜
で
、
食
物
繊
維
や

β
カ
ロ
チ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が

多
く
含
ま
れ
、
カ
ゴ
メ
か
ら

「
緑
王
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
青
汁
」

が
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 
No.3

活
動
報
告 

●
中
川
村
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク
参
加 

（
２
０
０
３
年
４
月
２
４
〜
２
５
日
） 

●
「
夏
の
イ
ベ
ン
ト
」
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
見
学 

（
２
０
０
３
年
８
月
２
日
） 

恒
例
の
中
川
村
の
夏
祭
り
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭

 

●
名
古
屋
で
餅
つ
き
大
会
・
農
産
物
販
売 

（
２
０
０
３
年
１
２
月
１
４
日
） 

 

養
命
の
里
は
、
名
古
屋
市
港
区
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
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